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1／83100：設置工事申告額（実績）の基本的な流れ（公共施設/災害拠点）

以下の2項目を先に作成し、『登録済』としてください。

・（6900）会社別請求書一覧
・（3000）V2H充放電設備情報

    「作成」を押す
画面が切り替わります。（次ページ）
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画面：実績報告申請一覧
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工事内容の申告を入力する

「作成」を押すと次ページ    工事内容
の入力画面に移動します。

3100：設置工事申告額（実績）の基本的な流れ（公共施設/災害拠点）

画面：（実績時）工事申告
※初回の画面では交付時の最終申告額及び、工事内容の申告値がコピーされています。
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申告額の確認をする

請求内訳書等で詳細を確認します。
交付時と同じ申告額であれば     へ、
異なる場合は申告額の修正を行います。
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3／83100：設置工事申告額（実績）の基本的な流れ（公共施設/災害拠点）

画面：工事内容の入力画面（例：基礎・据付工事の申告画面）
※     に初期表示されている値は交付時の最終データをコピーした値です。

工事項目毎に       ～  を繰り返します。

「確定」を押す
全ての工事内容の入力が終わりましたら「確定」を押し、
工事内容の申告を確定してください。

赤い「削除」ボタンについて・・・画面右下の赤い「削除」は本画面で登録した工事すべての削除を行います。
交付時に工事申告を行ったが、実際には工事を行なわなかった場合等に使用します。
※削除する場合は、「一時保存」または「確定」成功後に押してください。
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工事内容の確認、修正をする
初期画面は交付時の工事内容が表示されています。

交付時と同じ内容であれば     の「確定」を押してください。

◎工事内容に変更がある場合は初期値の削除を行い、変
更後の工事内容を入力・追加し、申告して下さい。

◎工事を行わなかった場合は、「一時保存」または「確定」
を押下後に赤い「削除」を押してください。
ただし、基礎・据付工事および電気配線工事の工事内容の申告
は必須です。
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4／83100：設置工事申告額（実績）の基本的な流れ（公共施設/災害拠点）

画面：（実績時）工事申告の下部

工事の確認にチェックする

該当する工事項目にチェックしてください。

工事を行なった場合は『有』
工事が無かった場合は『無』

補助金申請の有無（対象内外）にかかわらず、行なった工事については「有」にチェックしてください。

※「有」にチェックした項目は、このあとの5700：施工後要部写真の項目に表示されます。
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5／83100：設置工事申告額（実績）の基本的な流れ（公共施設/災害拠点）

画面：（実績時）工事申告
チェック

チェック

入力不足等があると画面上部にエ
ラーメッセージが表示されます。
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全ての入力が終わりましたら、以下
を確認してください。

状態欄が「登録済」もしくは「空白」
工事の確認にチェック済み

    「一時保存」を押す

    「確定」を押す
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